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＜概要＞ 

FD 事業は、FD フォーラムを担当する「FD フォーラム企画検討委員会」および FD フォーラム以外

の FD 事業を担当する「FD 企画研究委員会」の 2 委員会体制で運営した。

なお、FD 企画研究委員会については、引き続き 2 チーム（FD マクロチーム及び FD ミクロチーム）

で運営を行いつつ、お互いの事業進捗状況の共有を図るとともに、必要に応じてチームの枠を越えて運

営をサポートした。

＜実績＞ 

 ◆京都 FD 執行部塾 

 「大学改革の動向とこれからの大学運営を担う教職員への期待について 

～ＳＤの充実・教職協働の推進を通して～」 

  日時：2017 年 6 月 24 日（土）11：30～12：30 

  講師：林 剛史 氏（文部科学省高等教育局大学振興課 課長補佐） 

  参加者数：54名 

◆教育 IRフォーラム 

 変革する大学！「学修成果の可視化」から教育・授業を変える 

～教学データや IR 分析に基づく改革の実践へ～ 

 日時：2017 年 7月 30 日（日）14：00～17：30 

 基調講演：高大接続改革の動向と、大学に期待される教育の質保証

～「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の検討状況と、学生調査データに基づく教育改善～

 事例発表：大学教育活性化への東洋大学の挑戦～IR の全学的取組の結果、見えてきたもの～

 事例発表：基礎力を育む文学部教育の改革～学修行動調査、アセスメント、学生インタビューの活

用～

 参加者数：219 名

◆新任教員 FD合同研修プログラム A 

＜1 日目＞ 

日時：2017 年 9 月 16 日（土）13：00～18：00 

講義・ワークショップ 

 ①学習支援・特別支援のための基礎知識・ワークショップ 

 ②授業デザインのための基礎知識・ワークショップ 

＜2日目＞ 

日時：2017 年 9 月 17 日（日）10：00～16：30（台風の影響で時間短縮）

講義・ワークショップ 

教育開発事業部 

（１）ＦＤ事業 
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①大学教員のキャリア開発 

②学習者中心の授業運営のための基礎知識・ワークショップ 

  参加者：9名（両日合計） 

◆2017 年度京都 FDer 塾×大学教育パワーアップセミナー合同企画 

日時：2018 年 1 月 20 日（土）13時 00 分～16 時 45 分 

基調講演：高等教育行政の動向と『三つの方針』に基づく大学教育改革 

分科会 A：京都 FDer 塾 事例報告① 

「山形大学における教育の質保証及び IR 機能の強化に向けた取組」 

「教員の問題意識から始める教育開発―CAPD サイクルの確立を目指して―」 

分科会 B：大学教育パワーアップセミナー① 

「質問する学び場『ハテナソン』の体験ワークショップ」  

分科会 C：大学教育パワーアップセミナー② 

「PDCA サイクルの Plan とは何かを体験してみよう！ 」 

参加者：88 名 

◆新任教員 FD合同研修プログラム B 

＜1 日目＞ 2018 年 2月 17 日（土）13：00～17：15 

講義・ワークショップ ①京都の大学・大学のまち京都、②授業設計のためのワークショップ 

＜2日目＞ 2018 年 2月 18 日（日）10：00～17：00 

講義・ワークショップ ①授業実践ワークショップ、②成績評価のためのワークショップ 

 参加者：13名（両日合計） 

◆FD フォーラム 

 ＜1日目＞ 2018 年 3 月 3 日（土） 

 場 所：京都産業大学神山ホール 

 全体テーマ：FDのこれまでと、これから～多様な角度から FDについて考える～ 

 参加者数：651 名 

 シンポジウム 

  【シンポジスト】 

林  剛史氏（文部科学省 高等教育局大学振興課 課長補佐） 

梅本 裕氏（学校法人京都橘学園 理事長） 

森 朋子氏（関西大学 教育推進部 教授） 

佐藤 浩章氏（大阪大学 全学教育推進機構 教育学習支援部 准教授） 

【コーディネーター】 

   西野 毅朗氏（京都橘大学 教育開発支援センター 講師） 

情報交換会 

 ＜2日目＞ 2018 年 3 月 4 日（日） 
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  分科会 

 場 所：京都産業大学サギタリウス館、12 号館 

 分科会：12分科会 

 参加者数：587 名 

  ポスターセッション 

 場 所：京都産業大学サギタリウス館 4階 

 ブース数：16 

【事業計画の概要および実績】 

＜概要＞ 

◆大学職員共同研修

社会人としての基礎知識から大学職員としての汎用的なスキルを修得できる場として提供し、職務遂行

能力向上に寄与する。2014 年度以降 4 ヵ年 17 プログラムを計画し、最終年度を迎える。シラバスの体系

的な提示により、受講者に、研修の狙いや獲得目標を一層わかりやすく伝える工夫を図った。

◆SD フォーラム

 高等教育の動向を踏まえた先進事例紹介や外部有識者の知識やノウハウを獲得する場として提供し、新

たな知見修得や人的ネットワークの構築に寄与する。2017 年度より SD の義務化に対応した SD フォーラ

ムの実施及び各大学や他組織における類似企画との差別化を図るために、プログラム（分科会数、規模等）

や運営面でより魅力的なものとなるよう、アンケート結果等からニーズを分析し、SD 研修委員会を交え

てより充実した SD フォーラムの在り方を検討した。

◆SD ゼミナール 

 第 4 ステージプランにおいて、休止中の「大学アドミニストレータ研修」再開にむけた検討の必要性が

示されたことを受け、2014 年度にプログラムを再開発し、2015 年度から実施しており、3 年目となった。

過去 2 年間実施してきた内容や受講生アンケート結果を参考に、応募条件や人数、開講形態、内容等を見

直し、SD 研修委員会を交えて更なるプログラムの充実を図った。

＜実績＞ 

◆大学職員共同研修プログラム 

（１）ビジネスマナー研修＜基礎編＞ 

 日 時 2017 年 3 月 23 日（木）、3月 28 日（火）、5月 24 日（水） 全日程 9：30 ～17：00 

対 象 新任者（対象以外の方でも参加可能） 

 参加者数 計 51 名（内訳：加盟 46 名、非加盟 2名、財団職員 3名） 

（２）マーケティング～高校生・新入生の心を掴む～ 

日 時 2017 年 5月 26 日（金）9：30 ～17：00 

対 象 全職員 

 参加者数 計 17 名（内訳：加盟 14 名、非加盟 2名、財団職員 1名） 

（３）問題解決力向上 

日 時 2017 年 8月 2 日（水）9：30 ～17：00 

（２）ＳＤ事業 
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対 象 勤続 3年以上（対象以外の方でも参加可能） 

 参加者数 計 15 名（内訳：加盟 12 名、非加盟 2名、財団職員 1名） 

（４）リーダーシップと職場活性化 

日 時 2017 年 8月 4 日（金）9：30 ～17：00 

対 象 勤続 10 年以上（対象以外の方でも参加可能） 

 参加者数 計 19 名（内訳：加盟 16 名、非加盟 2名、財団職員 1名） 

（５）ワーク・ライフバランスのための時間活用術 

日 時 2017 年 9月 6 日（水）9：30 ～17：00 

対 象 全職員 

 参加者数 計 16 名（内訳：加盟 11 名、非加盟 3名、財団職員 2名） 

◆SD フォーラム 

 日 時：2017 年 10 月 22 日（日）10：00～17：15（台風の影響で一部時間短縮）

 全体テーマ：AI時代の大学職員 

 基調講演①：進展する人工知能と職業に与える影響 

基調講演②：Google における AI の活用とその広がり 

【分科会 A】テーマ：教育データの分析に基づく学習支援・教育改善 

【分科会 B】テーマ：AI 時代に輝く女性の働き方～マイノリティだからこその強みとは～ 

【分科会 C】テーマ：AI×クラウドを活用した近大流大学業務改革 

【分科会 D】テーマ：AI 時代の働き方と労働法（台風の影響で中止）

【分科会 E】テーマ：AI 時代を生き抜く！大学職員の働き方改革 

          ～仕事の「選択」と「集中」を始めよう～～ 

 ＜概要＞ 

高大連携事業は、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都府私立中学高等学校連合会、京都商工

会議所及び当財団の連携によって「京都高大連携研究協議会」を組織し、2003 年度から取り組んでい

る。高大連携教育フォーラムとキャリア教育に重点を置きつつ、事業の更なる充実に努めた。

＜実績＞ 

◆まるっとーく 2017 

 日 時：2017 年 11 月 23 日（木・祝）10時 00 分～17 時 30 分 

 場 所：龍谷大学深草キャンパス和顔館 1階 B108 教室 

 内 容：アイスブレイク、主に自校や取り組んでいることなどについて紹介、ワークショップ 

 参加者：合計 51名 

◆高大連携教育フォーラム 

 日 時：2017 年 12 月 9 日（土）9：30～18：30 

 テーマ：いま育成すべき力は何かをともに考える ～高等学校・大学の役割～ 

（３）京都高大連携研究協議会事業 
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 基調講演：高大接続改革の政策的方向と課題―「学びのリレー」の確立に向けて― 

 事例報告：①京都光華女子大学、②追手門学院大学 

 パネル・フロアディスカッション 

 分科会：【第 1分科会】表現技法、【第 2分科会】数学、【第 3分科会】英語、【第 4分科会】理科、 

【特別分科会①】アドミッション専門人材の育成、【特別分科会②】高大社連携キャリア教育 

 参加者数：210 名 

◆ワーク・ライフトーク 

 日 時：2018 年 2 月 10 日（土）13：00～17：00 

内 容：【講演】「楽しく暮らす。楽しく働く。その秘訣とは？」 

      【ロールモデルトーク（ディスカッション形式）】 

 参加者：高校生 19 名、大学生 5名 

① FD フォーラム企画検討委員会 

6 月 22 日（木） 第 1回 FD フォーラム企画検討委員会 

8 月 2日（水） 第 2回 FD フォーラム企画検討委員会 

9 月 27 日（水） 第 3回 FD フォーラム企画検討委員会 

10 月 31 日（火） 第 4回 FD フォーラム企画検討委員会 

2 月 8日（火） 第 5回 FD フォーラム企画検討委員会 

3 月 29 日（木） 第 6回 FD フォーラム企画検討委員会 

② ＦＤ企画研究委員会 

5 月 24 日（水） 第 1回 FD 企画研究委員会、第 1回 FD ﾏｸﾛﾁｰﾑ会議、第１回ﾐｸﾛﾁｰﾑ会議 

6 月 21 日（水） 第 2回 FD 企画研究委員会、第 2回 FD ﾏｸﾛﾁｰﾑ会議、第 2回ﾐｸﾛﾁｰﾑ会議 

8 月 1日（火） 第 3回 FD ﾐｸﾛﾁｰﾑ会議 

9 月 14 日（水） 第 3回 FD 企画研究委員会、第 3回 FD ﾏｸﾛﾁｰﾑ会議、第 4回 FD ﾐｸﾛﾁｰﾑ会議 

1 月 18 日（木） 第 4回 FD 企画研究委員会、第 5回 FD ﾐｸﾛﾁｰﾑ会議 

2 月 13 日（火） 第 6回 FD ﾐｸﾛﾁｰﾑ会議 

3 月 28 日（水） 第 5回 FD 企画研究委員会 

①SD 研修委員会 

5 月 16 日（火） 第 1 回 SD 研修委員会

6月 27 日（火） 第 2 回 SD 研修委員会

10 月 6 日（金） 第 3 回 SD 研修委員会

各種委員会等の開催について 

（１）ＦＤ事業 

（２）ＳＤ事業 
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11 月 15 日（水） 第 4 回 SD 研修委員会

12 月 19 日（火） 第 5 回 SD 研修委員会

2月 27 日（火） 第 6 回 SD 研修委員会

以下の①・②の会議は、大学コンソーシアム京都に設置された専門委員会とは異なり、京都高大連携研

究協議会に設置された委員会である。 

① 京都高大連携研究協議会 役員会 

7 月 25 日（土） 第 1回役員会（書面会議） 

3 月 20 日（火） 第 2回役員会（書面会議） 

② 京都高大連携研究協議会 運営委員会 

６月 29 日（木） 第 1回運営委員会 

11 月 24 日（金） 第 2回運営委員会（書面会議） 

 3 月 16 日（金） 第 3回運営委員会 

③ 高大連携推進室 室員会議 

5 月 19 日（金） 第 1回高大連携推進室 室員会議 

6 月 13 日（火） 第 2回高大連携推進室 室員会議 

7 月 6日（木） 第 3回高大連携推進室 室員会議 

7 月 20 日（木） 第 1回高大連携推進室 室員拡大会議 

7 月 28 日（木） 第 4 回高大連携推進室 室員会議

11 月 30 日（木） 第 5 回高大連携推進室 室員会議

1月 26 日（金） 第 6 回高大連携推進室 室員会議

2月 22 日（木） 第 2回高大連携推進室 室員拡大会議 

3 月 9日（金） 第 3回高大連携推進室 室員拡大会議 

3 月 9日（金） 第 7回高大連携推進室 室員会議 

（３）京都高大連携研究協議会事業 
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国際事業部

（１）国際連携事業

＜概要＞ 

「第 4 ステージプラン」では、大学コンソーシアム京都が取り組む国際連携事業として、①留学生と

日本人学生の相互交流の促進、②留学生受入れ体制の強化、③学生の海外派遣、④グローバル化に対

応した大学教職員の育成を主な柱として掲げている。

①留学生と日本人学生の相互交流促進・②留学生受入れ体制の強化

2015 年度から、大学コンソーシアム京都が事務局となり、加盟大学、日本語学校・専修学

校等の教育機関、企業、関係業界団体、関係公的機関等による「留学生スタディ京都ネッ

トワーク」を設立し、「大学のまち・学生のまち・京都」の海外への情報発信、留学生誘致

に取り組むほか、留学生と日本人学生の相互交流促進や住宅支援、文部科学省からの委託を受けた

就職支援等の留学生受入れ強化にも力を入れている。（詳細については（２）～（５）を参照）

③学生の海外派遣

2017 年度も引続き単位互換を利用した豪州メルボルン（龍谷大）への派遣を行うとともに、2016
年度に新規開講した日本人学生向け事業「英語で京都の魅力をプレゼンテーション」について、レベ

ル分けした形で、クラスを増設する。併せて語学習得支援や留学説明会・フェア等により、加盟校学

生の留学促進を目指す。

④グローバル化に対応した大学教職員の育成

継続実施している京都の加盟大学教職員向け英語スキルアップ研修について、内容の充実を図りな

がら今年度も実施する（計 6 回実施）。過去 2 年間の参加者のフィードバックを元に、今年度は TOEIC
対策講座を新たに開講する。

＜実績＞ 

4 月 1日 英語で京都の魅力をプレゼンテーション（上級）募集開始 

4 月 13 日 教職員対象英語スキルアップ研修 募集開始 

4 月 25 日 龍谷大学国際学部主催 オーストラリアプログラム留学説明会 プレゼンテーシ

ョン（合計 学生 24名参加） 

5 月 20 日 英語で京都の魅力をプレゼンテーション 講義開始（～７／１）（21名参加） 

6 月 11 日 TOEFL スコアアップセミナー（41名参加） 

7 月 8日 教職員スキルアップセミナー①（Telephone & Emails）（16 名参加） 

7 月 15 日 教職員スキルアップセミナー②（Active Learning）（10 名参加） 

8 月 5日 教職員スキルアップセミナー③（Everyday Communication）（15 名参加） 

8 月 26 日 教職員スキルアップセミナー④（Business Writing）（14 名参加） 
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9 月 2日 教職員スキルアップセミナー⑤（TOEIC 新形式対応学習法セミナー）（19名参加）

9月 9日 教職員スキルアップセミナー⑥（Meeting and Discussion）（16 名参加） 

10 月 1 日 IELTS Master Class（38名参加） 

10 月 11 日 単位互換派遣プログラム（メルボルン）第一回オリエンテーション（21名参加）

10 月 28 日 英語で京都をプレゼンテーション（中級編）講義開始 （～11/18）（14名参加）

11 月 15 日 単位互換派遣プログラム（メルボルン）第二回オリエンテーション（21名参加）

12 月 13 日 単位互換派遣プログラム（メルボルン）第三回オリエンテーション（21名参加）

1月 31 日 単位互換派遣プログラム（メルボルン）第四回オリエンテーション（21名参加）

2月 10 日 単位互換派遣プログラム（メルボルン）出発（21名参加） 

（２）留学生スタディ京都ネットワーク事業

＜概要＞ 

2015 年度から京都地域における留学生（外国人研究者を含む。以下同じ）の誘致、受入体

制の整備や、留学生の知識・経験を地域の国際化や活性化に活かすための仕組みづくりをオ

ール京都で推進し、「大学のまち・学生のまち」としての京都の魅力向上に図るため、加盟大

学、日本語学校・専修学校等の教育機関、企業、関係業界団体、関係公的機関等による「留

学生スタディ京都ネットワーク」を運営している（2017 年 10 月現在 97 機関が加盟）。

 2017 年度については、平成 29 年度「留学生スタディ京都ネットワーク」総会で承認を得た下記の

事業を実施する。 

１ 「留学先・学びのまち」としての認知度の向上 

京都留学総合ポータルサイトの運営 

留学生ＰＲチームの運営 

留学生による動画コンペ（ 試行実施）

各国マスメディア向けプレスリリースの配信と取材対応（ 試行実施）

海外教育旅行向け支援メニューの提供（ 試行実施）

「留学先としての京都」のブランド力測定手法等の検討（ 試行実施）

２ 各大学・日本語学校の誘致活動等の支援 

海外での京都留学フェア等の開催（香港、バンコク） 

京都留学ガイド「STUDY KYOTO」の活用 

会員向けセミナー・交流会の開催 

３ 留学生受入環境の整備 

留学生向け有給インターンシップの実施 

留学生のための住宅情報サイトの運営 

留学生向け就職イベント紹介カレンダーの設置と運営 

＜実績＞ 

4 月 21 日 留学生向け有給インターンシップ参加留学生募集開始 

4 月 27 日 平成 28 年度「留学生スタディ京都ネットワーク」総会・情報交換会
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6 月 3日 留学生向け有給インターンシップ交流会（留学生 60 名と 26社が参加） 

6 月 15 日 留学生スタディ京都ネットワーク 第 1回プロモーション部会 

6 月 22 日 留学生動画コンペ募集開始（エントリー7月末まで、作品提出 9月末まで） 

7 月 6日 教育旅行支援・米国州立大学連合 京都プログラム受入れ（8名参加） 

7 月 7日 留学生在留審査手続申請取次に係る研修会（79 名参加） 

8 月～9月 留学生有給インターンシップ開始（26 社・37 名にて実施）

8月 1日 教育旅行支援・アジアビジネス研修プログラム（中国）受入れ（89 名）

8月 19 日 香港での日本留学フェア出展

9月 15 日 留学生満足度調査開始（～11/15）
9月 30 日・ 

10 月 1 日 

ベトナム（ホーチミン・ハノイ）での日本留学フェア出展

10 月 23-25 日 北京の大学等での京都留学説明会

10 月 24 日 留学生スタディ京都ネットワーク 第 1回就業支援部会 

10 月 24 日 留学生動画コンテスト 第一次審査会

11 月 4 日 香港での京都留学フェア（550 名来場）

11 月 15 日 留学生有給インターンシップ成果報告会

11 月 16 日 留学生スタディ京都ネットワーク 第 2回プロモーション部会 

11 月 23 日 留学生動画コンテスト 最終審査会・授賞式・交流会（71 名）

12 月 15 日 会員向けセミナー・交流会②（ムスリム留学生の受入れについて）（36 名）

1月 12 日 会員向けセミナー・交流会③（各国留学事情、大学ランキング）（36 名）

2月 10 日 バンコク（タイ）での京都留学フェア（746 名来場）

2月 22 日 留学生スタディ京都ネットワーク 第 3回プロモーション部会 

3 月 1日 留学生スタディ京都ネットワーク 第 2回就業支援部会 

3 月 15 日 留学生スタディ京都ネットワーク 第 2回運営委員会 

3 月 30 日 留学生満足度調査結果発表 

（３）短期留学受入事業

＜概要＞ 

「大学のまち・学生のまち・京都」の魅力を伝え、京都の大学への留学につなげるため、2014 年度事

業として、京都市と協働で大学での講義，文化・交流プログラムなどからなる 2週間の短期

受入れプログラムの開発を行い、2015 年度から留学生受入れを開始した。 

今年度については、2017 年 3 月から夏季プログラムの募集を開始しており、今後、夏季（2017 年 7月

23 日～8月 5日）及び冬季（2018 年 1月 14日～27 日）の 2回、各 25 名を定員として、海外学生の受入

を行う。 

＜実績＞ 

2017 年 3月～ 2017 年夏季プログラム募集開始 

6 月 15 日 第一回短期留学受入事業運営委員会 

7 月 23 日～ 夏季プログラム開始（～8/5） 
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6 カ国 10 名が参加（ブルガリア、韓国、ネパール、シンガポール、台湾、

ベトナム） 

9 月 1日～ 冬季プログラム募集開始 

1 月 14 日～ 冬季プログラム開始（～27 日） 

＜参加者＞24人 

オーストラリア、ブルネイ、中国、香港、フィリピン、シンガポール、台湾、

アメリカ、ベトナム 

（４）留学生支援事業（京都地域留学生住宅支援制度） 

＜概要＞ 

「京都地域留学生住宅支援制度」については、当財団がその事務局を担い、委員会開催、会員証発行、

包括契約書締結、機関保証事務、事故対応等の業務（通年）を行う。 

なお、近年、本機構加入大学においても住宅保証会社の使用に切り替える動きが見られ、その結果本

事業利用校が減少している状況を踏まえ、今後の支援機構事業のあり方について議論するワーキンググ

ループを設置し、検討を行っている。 

＜実績＞ 

5 月 11 日 第一回委員会開催 

8 月 4日 第一回ワーキンググループ 

11 月 16 日 第二回ワーキンググループ

2月 27 日 第三回ワーキンググループ 

（５）留学生就職支援・交流コミュニティ運営事業

＜概要＞ 

文部科学省が2015年度から実施する「住環境・就職支援等留学生の受入れ環境充実事業」の採択を受

け、大企業志向の強い留学生の就職にかかる選択肢拡大を図るとともに、地元企業の国際化を支援する

観点から、留学生に「京都を学び、地元産業を深く理解し、地元企業を志向する」プロセスを提供する

就職支援・交流コミュニティ「KyoTomorrow Academy」を立ち上げることにより、①留学生の地元への就

職を支援し、定着を促進するモデルを構築することにより、留学生が多様な就職機会に出会える環境を

整える。 

また、留学生の採用に当たっては、多くの企業が留学生に高い日本語能力を求めており、日本語がネ

ックとなって就職活動に困難を感じる留学生が多い実情から、上記の地元企業への就職を志向する仕組

みと併せて、②日本語学校との連携により、就職活動に必要な日本語支援を行うプログラム開発に取り

組み、留学生の就職活動の円滑化を支援する。 

さらに、上記コミュニティ参加者をはじめ、京都で学ぶ現役留学生による「留学生 PRチーム」の運営

により、③学生の目線に立った海外向け情報発信に取り組むなど、留学生誘致・支援に関する幅広い取

組を展開する。 

＜実績＞ 

4 月 1日 今年度参加者募集開始 
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4 月 25 日 オリエンテーションセッション（33 名参加） 

4 月 27 日 就職活動セミナー（26名参加） 

5 月 20 日 文化体験×企業研究①（和菓子体験と企業研究）（26 名参加） 

6 月 6日 企業向けセミナー①（82名参加） 

7 月 11 日 観光業界を対象とした留学生向け就職面談会実施（16社に対し 80 名参加） 

8 月 1日 文部科学省 中間評価報告書 提出〆切 

8 月 7日 企業見学会①-1（京都の伝統産業企業訪問）（22名参加） 

9 月 21 日 留学生と企業の就職面談会（13 社に対し 63名参加）

10 月 17 日 2017-2018 年度 就活チーム活動開始（9名参加） 

10 月 21 日 文化体験×企業研究①（金箔押し体験と企業研究）（19名参加） 

10 月 26 日 企業見学会①-2（京都のハイテク企業訪問）（5名参加） 

10 月 27 日 企業向けセミナー②「高度外国人材の採用・定着ワークショップ」（30 名） 

10 月 30 日 文部科学省 中間評価に係るヒアリング（東京） 

11 月 11 日 企業見学会②（京都の酒造会社訪問）（26 名） 

11 月 18 日 就職活動セミナー②（50名） 

11 月 30 日 ビジネス日本語研修（全 4回、～1月 10 日、のべ 66 名参加） 

12 月 14 日 留学生と企業との交流会（13社に対し 59 名参加） 

12 月 26 日 文部科学省 中間評価結果受領（A評価） 

各種委員会等の開催について

（１）国際連携事業

① 国際事業部運営委員会

１０月３１日（火） 第一回会議

 ３月 ６日（火） 第二回会議

（２）留学生スタディ京都ネットワーク事業

① 留学生スタディ京都ネットワーク運営委員会

１１月３０日（木） 第一回会議

３月１５日（木） 第二回会議

（３）短期留学受入事業

① 短期留学受入プログラム運営委員会 

６月１５日（木）  第一回運営委員会 

３月 ９日（金）    第二回運営委員会 
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（４）留学生支援事業（京都地域留学生住宅支援制度）

① 京都地域留学生住宅支援制度運営委員会 

５月１１日（木） 第一回会議 
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＜概要＞ 

（１）機関会議 

 法人の意志決定を行うため、運営委員会、理事会、評議員会を行い、会員団体への事業報告等の場と

して会員総会を開催している。（日程、主な議題等については「各種委員会等の開催について」参照） 

（２）大学のまち・京都サマーミーティング 2017 

 大学コンソーシアム京都の事業推進や京都市の大学政策の参考とするとともに、京都の大学と京都市

の一層の連携を図ることを目的とし、8月に加盟大学学長と京都市長との懇談会を開催する。 

＜実績＞ 

8 月 19 日（土） 大学のまち・京都サマーミーティング 2017 

〇出席者 （全 23名） 

＜大学コンソーシアム京都＞ 

評議員会、理事会及び運営委員会を構成する大学の学長（代理の場合は副学長）、

専務理事・事務局長 

＜京都市＞ 市長、副市長及び総合企画局長 

＜文化庁＞ 文化庁 地域文化創生本部 事務局長 

〇議題 

「「文化による地方創生に向けた地域と大学間の連携の推進について」」 

＜概要＞ 

本業務は、財団の予算執行管理及び財産の運用などを担当する。 

＜実績＞ 

6 月 1日（木） 2016 年度決算監査 

10 月～ 2017 年度第 1次補正予算編成作業（1月理事会上程予定） 

11 月～ 2018 年度当初予算及び事業計画編成作業（3月理事会上程予定） 

 1 月 20 日（土） 2017 年度第 1次補正予算（案）理事会上程 

 3 月 24 日（土） 2018 年度当初予算及び事業計画（案）理事会上程及び評議員会報告 

＜概要＞ 

財団職員の力量向上を目指した研究企画の策定・実施を目的とする。2017 年度は総務部が主体となり、

以下の研修を実施する予定である。また、各事業部の理解、連携を深めるため、事業部業務説明会を実施

し、研修体制の充実を図る。 

総務部 

（１）総務業務（法人運営・庶務） 

（２）財務・経理業務 

（３）研修業務 
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＜実績＞ 

4 月 1日（土） 4 月新規出向者・採用者向けオリエンテーション 

5 月 2日（火） 5 月新規出向者向けオリエンテーション 

5 月 17 日（水） 事業部業務説明会（教育事業部、教育開発事業部、国際事業部） 

5 月 29 日（月） 総合防災訓練 

6 月 21 日（水） 事業部業務説明会（学生交流事業部、調査・広報事業部、総務部） 

6 月 30 日（金） ハラスメント研修 

8月 23日（水）～25日（金） SPOD フォーラム 2017（徳島大学） 

9 月 2日（土）～3日（日） 大学行政管理学会定期総会・研究集会（西南学院大学） 

12 月 16 日（土） 財団冬季研修 

3 月 20 日（火） 2017 年度業務成果報告会（出向満了予定者） 

＜概要＞ 

本事業では、全国の大学コンソーシアム組織(大学連合体・大学連携組織)からなる協議会組織「全国大

学コンソーシアム協議会」の事務局として、運営委員会・総会の開催、協議会予算の執行管理等を行って

いる。情報交換・交流の場として「全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム」を開催している。 

＜実績＞ 

 ○第 14回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム（概要） 

日 時：【1日目】2017 年 10月 7日（土）13:00～20:00 

【2 日目】2017 年 10 月 8日（日） 9:30～11:30 

会 場：沖縄科学技術大学院大学（沖縄県恩納村） 

テーマ：（全体テーマ）大学コンソーシアムとボランティア 

プログラム：【1日目】基調講演、シンポジウム、 ポスターセッション、情報交換会 

【2日目】分科会 

 内容 参加人数 

１
日
目

基調講演 

「世界の平和と開発を推進するユースボランティア」 

【講演者】Olivier Adam 氏（国連ボランティア計画（UNV）事務局長） 

252 名

講演Ⅰ 

「みんな地球に生きるひと」 

【講演者】Agnes chan 氏（歌手・教育博士） 

講演Ⅱ 

「OIST と日本の将来について」 

【講演者】Peter Gruss 氏（沖縄科学技術大学院大学 学長） 

シンポジウム 

「大学コンソーシアムとボランティア」 

（４）全国大学コンソーシアム協議会事業 
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【シンポジスト】 

Olivier Adam 氏 （国連ボランティア計画（UNV）事務局長）  

Agnes chan 氏（歌手・教育博士） 

中村 安秀 氏（大阪大学名誉教授、国際ボランティア学会会長） 

木村 泰政 氏（UNICEF（国連児童基金）東京事務所代表）  

布村 幸彦 氏（公益財団法人 東京オリンピック・パラリンピック競技大会

組織委員会副事務総長 ） 

今井 絢一 氏（大学生）（関西学院大学社会学部 4年生、国連ユースボラン

ティア） 

【コーディネーター】小川 寿美子 氏（名桜大学 教授） 

ポスターセッション 

（出展 18団体：全国コンソ協議会加盟組織） 
― 

情報交換会（講演者および参加者との情報交換、島唄ライブ等） 約 100名 

２
日
目

第 1 

分科会 
持続可能な発展と環境法政策 

一般社団法人 大学コンソーシアム

沖縄 
6 名

第 2 

分科会 

ボランティアリズムによる人

づくり 

一般社団法人 大学コンソーシアム

沖縄 
31 名

第 3 

分科会 
産学の「連携」から「共創」へ

一般社団法人 大学コンソーシアム

沖縄 
28 名

第 4 

分科会 
地域貢献とボランティア 

公益社団法人 学術・文化・産業ネ

ットワーク多摩 
27 名

第 5 

分科会 

災害時に活躍できる学生ボランティア育

成の現状と展望 

―京都、秋田における防災教育の取り組

み事例から― 

公益財団法人 大学コンソーシア

ム京都 
15 名

総参加者数 263 名

＜概要＞ 

本事業では、「勤労学生援助会」の事務局として、理事会等の開催・予算の執行管理等を行っている。「勤

労学生援助会」では、人物・学業とも他の学生の模範となる学生で、学費や生活費をアルバイト及び奨学

金等に頼り、家庭からの援助が皆無に近い学生や、京都地域の社会活動で著しく貢献した学生を表彰し、

奨学金を給付している。 

＜実績＞ 

7 月 6日（木） 通常総会・理事会 

2 月 1日（木） 表彰学生選考委員会（主要議題：表彰・奨学金授与学生の選考他） 

3 月 15 日（木） 勤労学生表彰・奨学金贈呈式および懇親会 

（５）勤労学生援助会・表彰奨学金事業 
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＜概要＞ 

施設管理事業は、京都市から指定管理者として 2015 年度から 4 年間の再指定を受け、キャンパ

スプラザ京都の管理運営を行うこととなった。引き続き、施設運営に必要な委託業者（受付、警備、

清掃、各種インフラ管理等）と連携を図りながら適切な施設管理を行っていく。

＜実績＞ 

4 月 10 日（月） 保守点検日 

4 月 24 日（月） 保守点検日 

5 月 8日（月） 保守点検日 

5 月 22 日（月） 保守点検日 

6 月 12 日（月） 保守点検日 

6 月 26 日（月） 保守点検日 

7 月 10 日（月） 保守点検日 

7 月 24 日（月） 保守点検日 

8 月 7日（月） 保守点検日 

8 月 21 日（月） 保守点検日 

9 月 11 日（月） 保守点検日 

9 月 25 日（月） 保守点検日 

10 月 16 日（月） 保守点検日 

10 月 30 日（月） 保守点検日 

11 月 13 日（月） 保守点検日 

11 月 27 日（月） 保守点検日 

12 月 11 日（月） 保守点検日 

12 月 18 日（月） 保守点検日 

1 月 15 日（月） 保守点検日 

1 月 29 日（月） 保守点検日 

2 月 5日（月） 保守点検日 

2 月 12 日（月） 保守点検日（全館停電作業日） 

2 月 26 日（月） 保守点検日 

3 月 5日（月） 保守点検日 

3 月 6日（火） 2018 年度予約 一斉受付 

3 月 19 日（月） 保守点検日 

3 月 26 日（月） 保守点検日 

（６）施設管理事業（指定管理） 
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① 評議員会 

5 月 10 日（水） 第 1回（主要議題：評議員の辞任・選任について）※書面会議

6月 17 日（土） 第 2回（主要議題：定款等の改正について）※書面会議 

6 月 24 日（土） 第 3回（主要議題：2016(平成 28)年度事業報告及び決算について 他） 

3 月 24 日（土） 第 4 回（主要議題：2018（平成 30）年度 公益財団法人 大学コンソーシアム京都

事業計画及び予算について 他） 

② 理事会 

 4 月 28 日（金） 第 1回（主要議題：運営委員の選任について）※書面会議 

5 月 30 日（火） 第 2回（主要議題：定款等の改正について）※書面会議 

6 月 8日 （木） 第 3回（主要議題：2016(平成 28)年度事業報告及び決算について 他）※書面会議 

7 月 8日 （土） 第 4回（主要議題：大学政策委員会の設置について 他）※書面会議

9月 28 日（木） 第 5回（主要議題：規則の改正について）※書面会議 

11 月 25 日（土） 第 6回（主要議題：大学コンソーシアム京都 遊休財産の活用方法について） 

1 月 20 日 （土） 第 7 回（主要議題：2017（平成 29）年度 公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

補正予算について 他） 

3 月 24 日 （土） 第 8 回（主要議題：2018（平成 30）年度 公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

事業計画及び予算について 他） 

③ 会員総会 

6 月 24 日（土） 報告事項１ 2016（平成 28）年度 公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

      事業報告及び決算概要について 

    ※会員総会に引き続き、懇親会を開催 

④ 運営委員会 

4 月 12 日（水） 第 1回（主要議題：第 1回理事会（書面開催）の議題（運営委員の選任）について 他） 

5 月 10 日（水） 第 2 回（主要議題：2016(平成 28)年度事業報告及び決算について、第 4 回理事会

の議題（大学政策委員会の設置） 他） 

6 月 14 日（水） 第 3回（主要議題：第 4回理事会開催について 他） 

7 月 12 日（水） 第 4回（主要議題：「京あるき in 東京 2018」京都の大学による特別講座 他） 

9 月 13 日（水） 第 5回（主要議題：公益財団法人 大学コンソーシアム京都 規則の改正に 

ついて 他） 

10 月 11 日（水） 第 6回（主要議題：文部科学省 平成 29 年度私立大学等改革総合支援事業（タイ

各種委員会等の開催について 

（１）総務業務(法人運営） 
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プ５）への申請について） 

11 月 8 日（水） 第 7 回（主要議題：2018（平成 30）年度事業計画策定及び予算編成の基本方針に

ついて 他） 

12 月 13 日（水） 第 8回（主要議題：学生交流事業部の名称変更について） 

1 月 10 日（水） 第 9 回（主要議題：2017（平成 29）年度 公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

補正予算について 他） 

2 月 14 日（水） 第 10 回（主要議題：2018 年度機関会議等開催日程について 他） 

3 月 14 日（水） 第 11 回（主要議題：2018（平成 30）年度 公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

事業計画・予算について） 

① 全国大学コンソーシアム協議会 運営委員会 

6 月 18 日（日） 第 1回（主要議題：決算・予算・事業計画等） 

10 月 8 日（日） 第 2回（主要議題：第 14回 フォーラム振返り・第 15回フォーラムについて） 

2 月 17 日（土） 第 3回（主要議題：第 15回 全国大学コンソーシアム研究交流フォーラムに 

ついて 他） 

②全国大学コンソーシアム協議会 幹事会 

7 月 7日（金） 第 1回（主要議題：規約の一部改正、2016（平成 28）年度決算等）※書面会議

2月 23 日（金） 第 2 回（主要議題：全国大学コンソーシアム協議会 代表幹事の選任について）

※書面会議

①勤労学生援助会理事会・選考委員会 

7 月 6日（木） 通常総会・理事会 

2 月 1日（木） 表彰学生選考委員会（主要議題：表彰・奨学金授与学生の選考、他） 

3 月 15 日（木） 勤労学生表彰・奨学金贈呈式 

（２）全国大学コンソーシアム協議会事業 

（３）勤労学生援助会・表彰奨学金事業 
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